
	 	

	

	 	 12月定例月議会概要	

	

令和２年度金沢市12月定例月議会が、12月１日から15日までの15日間開催され、市長提

出の総額40億6,920万7,000円の補正予算を含む議案18件及び諮問１件はいずれも可決また

は諮問のとおり答申されました。また。令和元年度決算認定に係る議案１件及び認定２件

が、いずれも可決または認定されました。	

補正予算のうち、新型コロナウイルス感染症対策に関する主な予算としては、感染症検

体検査費4,710万円のほか、五感にごちそう金沢リピートキャンペーン事業費4,800万円、

山間地等公共交通ネットワーク維持対策費5,800万円、ひとり親世帯国臨時特別給付金事

業費２億600万円などが計上されました。	

また、議会議案としては、新型コロナウイルス感染症に係る差別や偏見等の根絶に関す

る決議が12月１日の定例月議会初日に可決されたほか、最終日には議会議案９件が上程さ

れ、コロナ禍における医療・介護・障害福祉従事者等へのさらなる支援を求める意見書を

含む５件が可決され、３件が否決されました。	

このうち、議会議案第24号「松村理治議員の議員辞職勧告決議」が否決されました。	

なお、「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書」の提出を求める請願

を含む請願３件及び陳情１件については、いずれも不採択となりました。	

その後、ガス事業・発電事業民営化に関する特別委員会を含む３つの特別委員会の委員

長報告が行われました。	
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松村理治議員の議員辞職勧告決議
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※○：賛成、×：反対、退：退席、欠：欠席、議長は採決に加わらないため、「／」と表示しています。
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議	 案	 提	 出	 に	 つ	 い	 て	
	
	 議案「松村理治議員の議員辞職勧告決議」を次のとおり会議規則第13条第１項の規定に
より提出します。	
	
	 	 令和２年12月15日	
	
	 金沢市議会議長	 野	 本	 正	 人	 	 様	
	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 提	 出	 者	
																																														金沢市議会議員			熊	 野	 盛	 夫	

〃	 		 	 	 前	 	 	 誠	 一	
〃		 	 	 	 宮	 崎	 雅	 人	
〃	 	 	 	 	広	 田	 美	 代	

	

	
		

議会議案第24号	

松村理治議員の議員辞職勧告決議	

	

金沢市議会は、令和２年度６月定例月議会及び９月定例月議会で松村理治議員の議員辞

職勧告決議を可決した。にもかかわらず、松村理治議員は決議を尊重せず、議員を辞職し

ない行為は、市民からの理解も得られていないのが現状である。	

そもそも金沢市議会基本条例では、議員は、「高い倫理観と品位を保持し、議員として

誠実かつ公正に職務を遂行する」と明記されており、議会における諸活動だけでなく、私

生活においても、法令を遵守し高い倫理観と自律性の下に行動することが求められている。

しかしながら、松村理治議員は、自らが新型コロナウイルスに感染し、退院した後医師か

ら自宅療養を伝えられていたにもかかわらず、石川県が営業自粛要請を行っていたパチン

コ店に出向き複数回にわたり遊技し、一方では所属する常任委員会を欠席していた。これ

らの行動は、公人である市議会議員の立場からすると、著しく不適切なものであった。	

よって、本市議会における市民からの信用と名誉が回復されることを願い、再度松村理

治議員の一連の行動について反省を強く求め、速やかに自ら金沢市議会議員の職を辞する

よう勧告するものである。	

ここに、決議する。	
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